大阪公大医書式(費用)

費用に関する覚書

大阪公立大学医学部附属病院（以下「甲」という。）と　　（依頼者の名称）　　（以下「乙」という。）とは、甲乙間にて西暦YYYY年MM月DD日付で締結した治験契約（以下「原契約」という。）に基づく治験（治験課題名：「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」、治験実施計画書番号：　　　　　　　、承認番号：　　　　　　）（以下「本治験」という。）の実施に関して、次のとおり覚書（以下「本覚書」という。）を締結する。

（本治験に係る費用）
第1条　本治験の受託に関して、甲が乙に対して請求する費用（以下「本治験費用」という。）は、原契約第13条第1項第⑴号に定める治験経費及び第⑵号に定める支給対象外経費の額の合計とする。
　
（治験経費）
第２条　治験経費とは、本治験費用のうち、診療に要する経費以外のものであって、本治験の適正な実施に必要な経費であり、甲及び乙は、治験経費に関して、西暦YYYY年MM月DD日付で定めた「治験経費算定表」（別記1）に合意する。
２　乙は、治験経費を別記1に記載の請求時期に負担する。なお、別記1は、「臨床試験研究経費ポイント算出表」（別記1の別表1-1）及び「治験薬管理経費ポイント算出表」（別記1の別表1-2）に基づき算出される。
３　治験経費算定表に記載の治験経費は、以下の各号に定める経費とする。
(1)　契約時納入金
(2)　症例単位納入金(1症例当たり)
　(3)　事務局運営に係る経費(1ヶ月当たり)
　(4)　脱落症例／追跡症例に係る経費(1症例当たり)
(5)　監査等対応費(1回当たり)
[bookmark: _Hlk82674747](6)　負担軽減措置費
(7)　その他治験実施に必要な経費
４　前項第（6）号に定める「負担軽減措置費」は、別記１の細目1に定める経費項目を含むものとし、甲は、原則として負担軽減措置費を毎月末に取りまとめ、翌月に乙に対して請求する。
５　甲は、前項第（7）号に定める「その他治験実施に必要な経費」を、別記1の別表2に定める「その他治験実施に必要な経費」に基づいて、原則として当該経費発生時の翌月に乙に対して請求する。

[bookmark: _Hlk83365985]（支給対象外経費）
第３条　支給対象外経費とは、本治験に係る被験者の診療に要する経費のうち、保険外併用療養費の支給対象とならない経費及び当該経費に準じる経費であり、乙は、支給外対象経費を別記2に定める「支給対象外経費」の各項経費に基づき負担する。
２　甲は、原則として診療月の翌月に、支給対象外経費を算出し、本治験に要した検査、画像診断、投薬及び注射等の明細書を付けて乙へ請求する。支給対象外経費は、診療報酬点数1点につき10円で算出しこれに消費税を課した額とする。

（支払い）
第４条　乙は、本治験費用を、甲の発行する請求書により、甲乙合意の上、当該請求書に定めた支払期限までに、甲の指定する銀行口座に振込みにより支払う。当該振込みに係る手数料は、乙の負担とする。
２　乙は、甲の請求内容について説明を求めることができ、甲は、これに応じるものとする。

（覚書の変更）
第５条　本覚書の各条項に定める事項を変更する必要が生じた場合は、甲乙協議の上、文書により本覚書を変更する。

（覚書の有効期限）
第６条　本覚書は、本覚書締結日に発効し、原契約の終了日又は本治験費用の支払いが全て完了する日のいずれか遅い日まで有効に存続する。

（協議事項）
第７条　本覚書に定めのない事項及び本覚書の各条項の解釈につき疑義が生じた事項については、本覚書の趣旨に従い、甲乙協議の上、決定する。


本覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。

西暦　　　　　年　　　月　　　日

    大阪府大阪市阿倍野区旭町一丁目５番７号
甲  大阪公立大学医学部附属病院
    病院長 　　　　　 　　　　　     　  印



    《所在地》
乙  《名称》
    《代表者》                            印




【別記1】　　　　　　　　「治験経費算定表」
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【別記1の別表1-1】
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【別記１の別表1-2】
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【別記1の細目1】　「負担軽減措置費」

・本治験の負担軽減措置費は、以下の項目を含むものとする。












































【別記1の別表2】　「その他治験実施に必要な経費」

1.備品等

	[bookmark: _Hlk105223951]No.
	備品等の名称
	単価
	数量
	金額

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	経理関連事務経費（備品経費の10％）
	

	合　計（消費税別）
	




2.再スクリーニング症例に係る経費（1症例当たり）

	No.
	名　称
	単価
	数量
	金額

	1
	再スクリーニング経費
	25,000	Comment by 治験事務局: ＜内訳＞　計25,000円
医師　5000×3時間
（予約オーダー、診察、 評価、看護師、技師等への指導管理料など）
看護師　5000×1時間
検査部　5000×1時間

	
	

	経理関連事務経費（再スクリーニング経費の10％）
	

	施設管理経費（（1＋2）×30％））
	

	合　計（消費税別）
	


〔特記事項〕


3.その他（スライド作成に係る経費等）

	No.
	名　称
	単価
	数量
	金額

	1
	スライド作成経費等
	2,000
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	[bookmark: _GoBack]

	経理関連事務経費（スライド作成経費等の10％）
	

	合　計（消費税別）
	





【別記2】　　「支給対象外経費」

・支給対象外経費は、以下の各項に定める診療に係る経費とする。

(1)　同意取得後～治験薬投与開始日前日まで
[bookmark: _Hlk82674236]①　治験実施計画書に規定された検査・画像診断の経費
②　治験薬と同様の効能・効果を有する医薬品の経費

(2)　治験薬投与開始日～治験薬投与終了日まで
　①　全ての検査・画像診断の経費　
　②　治験薬と同様の効能・効果を有する医薬品の経費
　
(3)　治験薬投与終了日翌日～治験実施計画書に規定された最終観察日まで
①　治験実施計画書に規定された検査・画像診断の経費
　②　治験薬と同様の効能・効果を有する医薬品の経費

(4)　安全性フォローの目的で治験責任医師又は治験分担医師が必要と判断し、実施された検査・画像診断及び有害事象に対する追跡検査・画像診断の経費

(5)　治験薬投与に伴う費用
　　治験薬の調製に使用する薬剤費
　　治験薬投与に伴う算定費用（手技料・管理料・加算など）
　　前投薬およびレジメンに含まれる薬剤費

(6)　入院費用（ある場合）
　　対象期間
　　入院基本料および食事代
　　差額ベッド代

(7)　その他（ある場合）
　　検査者のトレーニングのために実施する検査・画像診断の経費


image3.emf
Ａ 疾患の重篤度 2 軽度 中程度 重症又は重篤 0

Ｂ 入院・外来の別 1 外来 入院 0

Ｃ

治験薬製造承認状

況

1

他の適応に

国内で承認

同一適応に

欧米で承認

未承認 0

Ｄ デザイン 2 オープン 単盲検 二重盲検 0

Ｅ プラセボの使用 3 使用 0

Ｆ 併用薬の使用 1

同効薬でも

不変使用可

同効薬のみ禁止 全面禁止 0

Ｇ 治験薬の投与経路 1 内用・外用 皮下・筋注 静注・特殊 0

Ｈ 治験薬の投与期間 3 4週間以内 5～24週

25～49週

50週以上は、25

週毎に9ﾎﾟｲﾝﾄ加

算※

0

I 被験者層 1 成人

小児

成人(高齢者､肝･

腎障害等合併あ

り)

乳児

新生児

0

Ｊ

被験者の選出

(適格+除外基準数)

1 19以下 20～29 30以上 0

Ｋ

チェックポイント

の

経過観察回数

2 4以下 5～9 10以上 0

Ｌ

臨床症状観察項目

数

1 4以下 5～9 10以上 0

Ｍ

一般的検査＋非侵

襲的機能検査及び

画像診断項目数

1 49以下 50～99 100以上 0

Ｎ

侵襲的機能検査及

び

画像診断回数

3 ×回数 0

Ｏ

特殊検査のための

検体採取回数

2 ×回数 0

Ｐ 生検回数 5 ×回数 0

Ｑ 相の種類 2 Ⅱ相・Ⅲ相 Ⅰ相 0

0

Ｒ 症例発表 7 １回 0

Ｓ

承認申請に使用さ

れる文書等の作成

5 30枚以内 31～50枚 51枚以上 0

0



（ウエイト×５）



Ⅰ Ⅱ Ⅲ

（ウエイト×３）

臨床試験研究経費ポイント算出表

ポ

イ

ン

ト

数

要 素

ウ

エ

イ

ト

（ウエイト×１）

Ｐ２：Ｒ～Ｓの合計ポイント数



Ｐ１：Ａ～Ｑの合計ポイント数
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ウ

エ

イ

ト

ポ

イ

ン

ト

数

Ａ 治験薬の剤型 1 内服 外用 注射 0

Ｂ デザイン 2 オープン 単盲検 二重盲検 0

Ｃ 投与期間 3 4週間以内 5～24週

25～49週

50週以上は、25

週毎に9ﾎﾟｲﾝﾄ加

算※

0

Ｄ 調剤及び出庫回数 1 単回 5回以下 6回以上 0

Ｅ 保存状況 1 室温 冷所又は遮光 冷所及び遮光 0

Ｆ 単相か複相か 2 2つの相同時 3つ以上 0

Ｇ 単科か複数科か 2 2科 3科以上 0

Ｈ

同一治験薬での

対象疾患の数

2 2つ 3つ以上 0

I

ウォッシュアウト

時のプラセボの使

用

2 有 0

Ｊ

特殊説明文書等の

添付

2 有 0

Ｋ 治験薬の種目 3

毒・劇薬（予

定）

向精神薬・麻薬 0

Ｌ 併用薬の交付 2 1種 2種 3種以上 0

Ｍ

併用適用時併用薬

チェック

2 1種 2種 3種以上 0

Ｎ 請求医のチェック 1 2名以下 3～5名 6名以上 0

Ｏ 治験薬規格数 1 1 2 3以上 0

Ｐ

治験期間

（1ヶ月単位）

1 0

0



Ｐ３：Ａ～Ｐの合計ポイント数



×月数（治験薬の保存・管理）

治験薬管理経費ポイント算出表

要　素

Ⅰ

（ウエイト×１）

Ⅱ

（ウエイト×２）

Ⅲ

（ウエイト×３）


image1.png
KR REF R 1

wgpetme (DM - o8|

KIRHL ARSI R b Wb K TR
R&EH

B EHE B

TR
*kﬁl’;%lﬁ

BT —%]

PYERCRCAR $% E&EIEI& HUE R

i

OFEWIFMA S MEFIBAMAS (1LEFNZD)

SRR LB R, B, 3 E
A | s A7) == > IR BB E B
1 (P1) DK {2H X 6, 000F X F A I X 15%
BF | B | zotousi AL D BRIHGN T3
?é C | sEmsxen (P 2) X6, 000/
D | mEkamEoe (P1) X6, 0001
E | zotmmEs BRI B R
1. WFFiiese &t A+B+C4D+E
] LI LB WACR Y, B, &
FX | CROBIHLbl 2 A == IR BB SRR EED
(P 1) X3, 000/
o |6 | Eomomssie | FOSORSIES LB
JE | B¥ | cRoRBsRER (P1) X (PIHBCRCAER) + (MEBRTEREN) X 2, 0007
g 1 RIEF Y MRER SEMENFEET HEMADH (FEH 30, 0007)
| )| wwmne TRBEIEO (HER 200, 000F)
K | bt im smaese (P3) X1,000/% (PR
L T B B E B (A+B+C+D+E+F4G+H+I4J4K) X10%
0. EEE®R & F+GH+H+ 14)4KiL
III bﬁaﬁﬁﬁﬁi (1. Brgesese+ 1. sxmm X30%
Ry BRI+ nmey 7

OWHBCRCFERE - ?éiﬁ;’ibﬁk%h‘éﬂ%&k& DEBEERZVET,
HA3, 000M, HT@IEEIIEE”?:Z:I, 000FMEENET.  CRUEHAIRVERITEE, )
[ mmstmes @ oogm | [ e VisigtsAMENLE] | EDCEEE T 1]

(Fic#e )
OFEGIEGEIE - - EIEFNITERS (A By G K L) CRMERYE AR R R OV BB ST L 29,
OMBEER - - - EEMMICHRD (K L) SRR R OB LB RAEL T,
OZDOMOLEH « + < A~LD S B %Y T O e & MR B ¥ e O HBIA YA RAEL X7,
OHBCRCHIFR - - - XO¥A F. ) BRELEEA.
QFRIH + « - ZAIRHHIARILHF R B O HEZ KRR A O A A OB A Gk
SEE LA A 2V dE I AR O B FR
(3~
(RRAERCLR-3D)




image2.jpg
QFHHEEICHRIER (1 AYZD) (WAL 2 1)

B oMy B 2rAET | %2 HEMUME
I B S R & H#40, 000/ (IRB#IIEI 4 A ~ IRB# 7 $45 H) 40, 000 20, 000
SR B R PHRAE AR X 1 0% 4,000 2,000
I i et (I) X30% 13, 200 6, 600
&t (I+10) B o 57, 200 28, 600
(R R IR)
OFRIEH -« - 98 - ARV T
QRS BEMEGI R 2% (1EFNRZD) (HE4T @ 1)
i T S [T A
1| Wesk/ bbb W% SEBFIEBIZ 4% SRR (50, 0007 50, 000
. W%,/ S il 2 4%/ SRR 4% 5L 4% (30, 0001) ORI
0% 2 [ L T R AR e (T IBes /e B e 44+ T0 B8 v /308 ARSI 4L ) X 10% 5,000
0. AR B 3 (I+1) x30% 16, 500
GEE (1+T+1) SRS 71,500
(o 9em)

QMRS &1L, MBI BERGICE SN o THERIEZ VN S,

OBPMER &1, ZHRWRE TRICGEMRA T T 285G OEAZE N D,

CHEBCRCHIMAKE - - - XOBM (IRFEFRERE) 3RELEE A,

QFURWFH - - - SEFIEEEER ik TREDEFBREE®RE S ORRiTARERKNXD) | 2 TIRI<ZS 0, )

@FAmENEE (1EY%Z0) (Bfr : M)
SHE o Ba A St
e A 0t S e HKRE DRAEITIR SRR (1 [E%72 D) 50, 000 [xeisaesin
G C P i & a2 i # YR OEZITAR D R (1 [E%720) 100, 000 3¢t 3emts
URrac 9]

OFRBEH - - - BEASEFE AN

GaEERHEEE CRBEXEAGRRE 1 E%70 0 7, 00 0F)

- — — SAEBIIET
(B%) EURBIRIE B T EME | 10001 X7 0l- Mk B X PRI S DB

(R )
O, FEPEBEE R (BHERBIEEX10%) ROHEBHYEPREELET.
ORI -+ - BAKRMDRATR (17 AMORKBEREED 2 X &0 THKR)

®F DR BRERI LR (T DATEBRFE I LTI AR B DR L)
(R )

OFREICTONVTIE, HlR2E2BMLTILE N,

OBk, FREPLEEEE (TOMBBREMLESREEX10%) NRELET,
OFRIEH - - - REFEERE




